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１． はじめに 

私たちは卒業研究で，”レゴマインドスト

ーム EV3のためのCプログラムから Javaプ

ログラムへの翻訳器”の研究を行いたいと

考えている．これは Q4 で行っていた研究

の継続である． 

２． 背景 

レゴマインドストーム EV3 の主要な言語

には C, Java, Ruby, C++の 4 つがあるが，

それぞれの言語は関数定義，書き方，コン

パイル方法が異なる． 

ある言語で書かれたプログラムを別言語

に書き換える際，毎回手作業で作り直して

いたら作業効率が悪く，時間的損失が大き

い． 

３． 目的 

本研究では，研究背景で記述した時間

的損失を解決し，効率的に作業が行えるよ

うに，C プログラムから Java プログラムへの

翻訳の自動化を目指す． 

４． 計画 

まず，目標とするレベルのプログラムを C

言語で作成する．そのプログラムを lex と

yacc を用いて字句解析，構文解析を行う．  

次に，言語間でプログラムを翻訳するコ

ンパイラを作成する．まずは C 言語から

Java 言語についてのコンパイラを作成する

のだが，方法は２つある．その一つとして，

C 言語から Java 言語に対しての翻訳を定

義しておいて，そこにプログラムを通すこと

でコンパイルされるコンパイラを作成する．

C から Java のみのコンパイラの場合は 1 通

りだが，この方法では 1 つ言語が増えた場

合に各言語すべてに対して作成しなくては

ならないので，n-1 通りの翻訳数が増えてし

まう．なので，この翻訳数におけるデメリット

を回避するために，各言語の中間言語であ

るグローバル言語を作成する．これを介す

ることで 1 つ言語が増えても、1 通りの翻訳

で済む．このグローバル言語の作成がこの

研究の計画である． 
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